
　・表紙デザインをリニューアル・・・２ページ
　・令和４年度の決算審査を実施・・・６～９ページ
　・今秋の議員活動に密着・・・・・・14ページ Instagram Facebook
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①　タイトルロゴの刷新
　昭和52年５月に発行された第４号から第189号まで使われ続けてきた「ちた市議会だより」の 
ロゴを刷新しました。
　新たなロゴの下部には、それぞれ異なる色の曲線が18本あり、議員一人ひとりを表しています。
一本一本は細く、色も曲がり方も違いますが、全体として見ると、重なり合って右上へと向かってい
ます。これは、各議員に個性や考え方の違いはありつつも、議会として一丸となり、よりよい知多市
の未来を目指すというイメージを込めたものです。

②　主な掲載記事の見出しを表示
　読者の興味を引き、より中身を見ていただけるよう、主な記事の見出しを表示しました。

＝議会を傍聴してみませんか＝
11月・12月の議会開催日程（予定）

11月６日（月）2 全員協議会
11月27日（月）2 議会運営委員会

広報広聴委員会
12月７日（木）2 第６回定例会本会議（開会・議案上程）
12月８日（金）2 本会議（一般質問）
12月11日（月）2 本会議（一般質問）
12月12日（火）2 本会議（議案審議・委員会付託）
12月13日（水）2 福祉文教委員会
12月14日（木）2 建設経済委員会
12月15日（金）2 総務委員会
12月18日（月）2 議会運営委員会

広報広聴委員会
12月20日（水）2 本会議（委員長報告・討論・採決・閉会）

全員協議会

※　時間はいずれも午前９時30分からを予定していますが、
　詳しくは議会事務局までお問い合わせください。
　　また、手話通訳または要約筆記を希望される方は、事前
に事務局までお申し込みください。
　　なお、市役所庁舎１階ロビーにおいて、本会議の様子を
モニターでライブ中継します。

　　広報広聴委員会については、令和６年１月に２回の開催
を予定しています。
　（詳しくは、知多市ホームページ内の市議会のページを2
ご覧ください。）
　　電　話　0562 - 36 - 2685（直通）
　　ＦＡＸ　0562 - 33 - 8299

本会議の会議録・録画映像が
ご覧になれます

　過去の本会議会議録及び本会議録画映像を、インター
ネット上の次の場所でそれぞれ公開しています。

　スマートフォンからのアクセスには、次のＱＲコード
を御利用ください。

【会議録】
市ホームページ→市議会→議会　会議録検索→会議録検索→
会議録検索（外部リンク）

【録画映像】
市ホームページ→市議会→本会議映像配信→本会議録画映像
配信→本会議録画映像（外部リンク）

会議録 録画映像

※９月定例会の録画映像は設備の不具合により、一部
でカメラの位置が固定されています。また、音量が
小さくなっている箇所があります。聞き取れない場
合は後日公開される会議録を御覧ください。

表紙デザインを
リニューアルしました！

もっと市民の方に手に取っていただける議会だよりになるよう、
今後も掲載記事などを見直していきます。

今号か
ら
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第５回定例会
　第５回市議会定例会を９月５日から27日までの23日間を会期として開きました。
　知多市表彰条例の一部改正についてをはじめ17議案を可決、報告１件を受理、同意案２件に同意、意見書
２件を可決し、議員派遣を議決しました。
　また、令和４年度知多市一般会計歳入歳出決算をはじめ特別会計、企業会計を含む５会計の決算を認定ま
たは可決し、閉会しました。

件                  名 付託委員会名 委員会結果 本会議議決結果
議案23　知多市表彰条例の一部改正について 総　　務 可決（全員） 可決（全員）
議案24　知多市認可地縁団体印鑑の登録及び証明に関する条例の一部

改正について
総　　務 可決（全員） 可決（全員）

議案25　知多市使用料及び手数料条例の一部改正について 総　　務 可決（全員） 可決（多数）
議案26　知多市消防団条例の一部改正について 総　　務 可決（全員） 可決（全員）
議案27　知多市火災予防条例の一部改正について 総　　務 可決（全員） 可決（全員）
議案28　知多市消防関係事務手数料条例の一部改正について 総　　務 可決（全員） 可決（全員）
議案29　財産の取得について 総　　務 可決（全員） 可決（全員）
議案30　知多市行政手続における特定の個人を識別するための番号の

利用等に関する法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情
報の提供に関する条例の一部改正について

福祉文教 可決（全員） 可決（多数）

議案31　知多市民体育館の設置及び管理に関する条例の一部改正につ
いて

福祉文教 可決（全員） 可決（全員）

議案32　知多市営プールの設置及び管理に関する条例の廃止について 福祉文教 可決（全員） 可決（多数）
議案33　知多市知多墓園の設置及び管理に関する条例の一部改正につ

いて
建設経済 可決（多数） 可決（多数）

議案34　知多市都市公園条例の一部改正について 建設経済 可決（多数） 可決（多数）
議案35　知多市水道事業給水条例の一部改正について 建設経済 可決（多数） 可決（多数）
議案36　市道路線の認定について － － 可決（全員）

議案37　令和５年度知多市一般会計補正予算（第４号）
総　　務
福祉文教
建設経済

可決（全員）
可決（全員）
可決（全員）

可決（全員）

議案38　令和５年度知多市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号） 福祉文教 可決（全員） 可決（全員）
議案39　令和５年度知多市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号） 福祉文教 可決（全員） 可決（全員）
認定１　令和４年度知多市一般会計歳入歳出決算認定について 決算審査特別 認定（全員） 認定（多数）
認定２　令和４年度知多市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認

定について
決算審査特別 認定（全員） 認定（全員）

認定３　令和４年度知多市後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算
認定について

決算審査特別 認定（全員） 認定（全員）

認定４　令和４年度知多市水道事業会計利益の処分及び決算認定につ
いて

決算審査特別
可決及び
認定（全員）

可決及び
認定（全員）

認定５　令和４年度知多市下水道事業会計利益の処分及び決算認定に
ついて

決算審査特別
可決及び
認定（全員）

可決及び
認定（全員）

同意18　知多市自治功労者の表彰について － － 同意（全員）
同意19　教育委員会委員の任命について － － 同意（全員）
報告８　令和４年度健全化判断比率及び資金不足比率の報告について － － 受理
意見書３定数改善計画の早期策定・実施と義務教育費国庫負担制度の

堅持及び拡充を求める意見書について
－ － 可決（全員）

意見書４国の私学助成の拡充に関する意見書について － － 可決（全員）
議員派遣について － － 可決（全員）

※議案の概要は、知多市ホームページ内の市議会のページに掲載しています。

９月議会

議案審議結果
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議
案
第
23
号
関
係

県
内
31
市
の
状
況
を
確
認
し

市
長
の
表
彰
基
準
を
見
直
す

　
　
今
回
の
条
例
改
正
で
自
治
功
労
者
の
表
彰
基

準
に
お
け
る
市
長
の
在
職
年
数
を
４
年
か
ら
８

年
へ
改
正
す
る
理
由
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
　
今
回
の
表
彰
基
準
の
見
直
し
に
当
た
り
、
市

長
の
在
職
年
数
に
つ
い
て
、
本
市
の
自
治
功
労

者
と
同
等
の
表
彰
規
定
の
あ
る
県
内
31
市
の
状

況
を
確
認
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
４
年
以
上

が
６
市
、
５
年
以
上
８
年
未
満
が
４
市
、
８
年

以
上
が
18
市
、
10
年
以
上
が
３
市
と
な
っ
て
お

り
、
本
市
と
比
較
し
て
、
よ
り
長
い
年
数
に
わ

た
る
功
績
を
重
視
す
る
市
が
多
い
こ
と
か
ら
改

正
す
る
も
の
で
す
。

議
案
第
37
号
関
係

普
通
財
産
の
売
却
代
金
を
積
立
て

老
朽
化
し
た
公
共
施
設
な
ど
を
修
繕

　
　
公
共
施
設
等
整
備
基
金
積
立
金
の
詳
細
内
容

及
び
利
用
目
的
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
　
積
立
金
の
内
容
は
、
普
通
財
産
２
件
の
売
却

代
金
を
積
み
立
て
る
も
の
で
、
１
件
目
は
、
公　

園
用
地
の
新
舞
子
字
大
瀬
８
番
７
は
じ
め
４
筆
、 　

面
積
１
４
７
５
・
24
平
方
㍍
の
土
地
を
１
億
２ 

０
２
万
円
で
売
却
し
た
も
の
で
す
。

　
　
２
件
目
は
、
旧
医
師
住
宅
の
つ
つ
じ
が
丘
３

丁
目
27
番
２
は
じ
め
２
筆
、
面
積
３
０
２
・
29

平
方
㍍
の
土
地
及
び
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
２

階
建
て
１
棟
、
１
７
３
・
98
平
方
㍍
の
建
物
を

２
３
０
２
万
円
で
売
却
し
た
も
の
で
す
。
利
用

目
的
と
し
て
は
、
老
朽
化
し
た
公
共
施
設
等
の

大
規
模
修
繕
、
設
備
の
更
新
な
ど
に
活
用
し
て

い
き
ま
す
。

議
案
第
31
号
関
係

市
民
体
育
館
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室

廃
止
で
年
間
５
２
０
万
円
の
効
果
額

　
　
市
民
体
育
館
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
の
廃
止
に

よ
る
効
果
額
の
見
込
み
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
　
令
和
５
年
度
当
初
予
算
ベ
ー
ス
で
は
、
歳
出

で
、
ト
レ
ー
ナ
ー
に
よ
る
利
用
者
へ
の
指
導
及

び
専
門
業
者
に
よ
る
機
器
の
定
期
点
検
委
託
料

と
し
て
約
９
７
０
万
円
を
、
歳
入
で
、
使
用
料

と
し
て
約
４
５
０
万
円
を
見
込
ん
で
い
る
こ
と

か
ら
、
差
し
引
き
約
５
２
０
万
円
の
効
果
額
が

生
じ
る
見
込
み
で
す
。
ま
た
、今
後
は
、ト
レ
ー

ニ
ン
グ
機
器
の
更
新
に
係
る
費
用
も
不
要
に
な

り
ま
す
。

会派名 創　政　会 市 民 ク ラ ブ 公明党議員団 黎明会
共産
党

新緑
知多

知多
維新

議員名

議案名

髙

橋

至

竹

内

祥

浩

髙

橋

直

之

安

島

崇

展

伊

藤

正

明

石

濵

隼

人

伊
藤
清
一
郎

渡

邉

眞

弓

中

山

貴

弘

藤

沢

巌

林

正

則

藤

井

貴

範

小

浦

智

夫

泉

清

秀

冨
田
一
太
郎

久

野

た

き

川

脇

裕

之

服

部

洋

志

議案25 〇 ○ ○ ○ ○ ○ 議　

長

○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ × ○ ○

議案30 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ × ○ ○

議案32 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ × × ○

議案33 〇 ○ ○ ○ ○ ○

議　
　

長

○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ × ○ ○

議案34 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ × ○ ○

議案35 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ × ○ ○

認定１ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ × × ○

賛否の分かれた議案の個人別賛否の状況

※伊藤清一郎議員は議長のため原則として賛否を表していませんが、　　　　　　　　　　　○：賛成　　×：反対
　議案第32号については特別多数議決のため、議長も賛否を表しています。
※会派名の共産党は日本共産党議員団の略

議
案
の
審
議
及
び
審
査
状
況

　
９
月
定
例
会
に
お
け
る
議
案
審
査
状
況
の
主
な
も
の
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

総
務
委
員
会

委
員
長　

石
濵
隼
人　

副
委
員
長　

安
島
崇
展

委
　
員　

小
浦
智
夫　

川
脇
裕
之　

林　

正
則

　
　
　
　

渡
邉
眞
弓

福
祉
文
教
委
員
会

委
員
長　

中
山
貴
弘　

副
委
員
長　

泉　

清
秀

委
　
員　

竹
内
祥
浩　

髙
橋
直
之　

伊
藤
清
一
郎

　
　
　
　

冨
田
一
太
郎
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議
案
第
37
号
関
係

簡
易
陰
圧
装
置
の
設
置
に
補
助
を
し

高
齢
者
施
設
で
の
２
次
感
染
を
抑
制

　
　
介
護
施
設
等
整
備
事
業
費
補
助
金
の
対
象
と

な
る
簡
易
陰
圧
装
置
の
詳
細
に
つ
い
て
伺
い
た

い
。

　
　
こ
の
装
置
は
、
室
内
の
空
気
圧
を
下
げ
、
ウ

イ
ル
ス
が
そ
の
室
内
か
ら
施
設
内
に
拡
散
す
る

こ
と
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

感
染
症
の
２
次
感
染
リ
ス
ク
を
低
減
さ
せ
る
効

果
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
高
齢
者
福
祉
施
設
に
お

け
る
感
染
症
患
者
の
隔
離
な
ど
の
た
め
に
設
置

し
ま
す
。

議
案
第
34
号
関
係

公
園
施
設
の
有
料
化
に
伴
い

そ
れ
ぞ
れ
約
25
万
円
の
収
入
見
込
み

　
　
七
曲
公
園
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
及
び
つ
つ
じ

　
が
丘
公
園
野
球
場
の
有
料
化
に
伴
う
年
間
の
使

用
料
収
入
の
見
込
み
及
び
利
用
時
間
帯
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。

　
　
使
用
料
収
入
に
つ
い
て
は
、
直
近
３
年
間
の

利
用
件
数
な
ど
を
考
慮
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設

で
約
25
万
円
ず
つ
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
　
利
用
時
間
帯
に
つ
い
て
は
、
午
前
７
時
か
ら

２
時
間
ご
と
の
予
約
が
可
能
で
、
４
月
か
ら
９

月
ま
で
は
午
後
７
時
ま
で
、
10
月
か
ら
３
月
ま

で
は
午
後
５
時
ま
で
で
す
。

議
案
第
37
号
関
係

担
い
手
不
足
の
解
消
を
図
る
た
め

新
規
就
農
者
を
補
助
金
で
支
援

　
　
新
規
就
農
者
総
合
対
策
支
援
事
業
補
助
金
の

具
体
的
な
内
容
及
び
期
待
さ
れ
る
効
果
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。

　
　
今
回
の
補
正
予
算
は
、
50
歳
未
満
の
次
世
代

を
担
う
新
規
就
農
者
が
、
イ
チ
ジ
ク
を
栽
培
す

る
の
に
必
要
な
雨
よ
け
ハ
ウ
ス
１
棟
を
設
置
す

る
た
め
の
経
費
を
補
助
す
る
も
の
で
す
。

　
　
効
果
と
し
て
は
、
新
規
で
農
業
を
始
め
る
に

当
た
り
、
経
営
基
盤
や
経
営
資
源
を
自
己
資
金

だ
け
で
用
意
す
る
こ
と
が
難
し
い
方
を
支
援
す

る
こ
と
で
、
担
い
手
不
足
の
解
消
に
つ
な
が
り

ま
す
。

▼
知
多
市
自
治
功
労
者

佐さ

藤と
う

一か
ず

志し

氏
（
巽
が
丘
１
丁
目
）

▼
教
育
委
員
会
委
員

久く

野の

美み

奈な

子こ

氏
（
金
沢
字
郷
中
）

▼
私
立
高
校
生
の
父
母
負
担
を
軽
減
し
、
学
費
負

担
の
公
私
格
差
を
是
正
す
る
た
め
に
知
多
市
独

自
の
授
業
料
助
成
制
度
の
拡
充
を
求
め
る
陳
情

書
▼
国
の
私
学
助
成
の
拡
充
に
関
す
る
意
見
書
の
提

出
を
求
め
る
陳
情
書

▼
愛
知
県
の
私
学
助
成
の
拡
充
に
関
す
る
意
見
書

の
提
出
を
求
め
る
陳
情
書

・
提
出
者　
半
田
市
の
村む
ら

林ば
や
し　

渉わ
た
る

さ
ん
、
私
学

を
よ
く
す
る
愛
知
父
母
懇
談
会
会
長
の
日ひ

比び

野の

久ひ
さ
し

さ
ん
、
愛
知
私
学
助
成
を
す
す
め
る
会

会
長
の
寺て

ら
田だ

京き
ょ
う

子こ

さ
ん

▼
定
数
改
善
計
画
の
早
期
策
定
・
実
施
と
義
務
教

育
費
国
庫
負
担
制
度
の
堅
持
及
び
拡
充
を
求
め

る
陳
情
書

・
提
出
者　
知
多
市
教
員
組
合
執
行
委
員
長
の

藤ふ
じ

村む
ら

泰や
す

弘ひ
ろ

さ
ん

七曲公園多目的グラウンド

人
　
事
　
案
　
件

陳
　
情
　
紹
　
介

議員活動レポート

常任委員会

　常任委員会は、その所管に属する事務を調査する権限（所管事務調査）があり、９月定例会に

おける委員会では、次の所管事務調査を行いました。

○　総務委員会：知多広域消防指令センターの稼働状況について

○　福祉文教委員会：コミュニティ・スクール及び地域学校協働本部について

○　建設経済委員会：西知多クリーンセンターについて

建
設
経
済
委
員
会

委
員
長　

藤
井
貴
範　

副
委
員
長　

髙
橋　

至

委
　
員　

服
部
洋
志　

伊
藤
正
明　

藤
沢　

巌

　
　
　
　

久
野
た
き
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令
和
４
年
度
の
各
会
計
の
決
算
に
つ
い
て
集
中

的
に
審
査
す
る
た
め
、
９
月
８
日
の
市
議
会
定
例

会
で
、
決
算
審
査
特
別
委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
付
託
を
受
け
た
４
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決

算
は
じ
め
特
別
会
計
、
企
業
会
計
を
含
む
５
会
計

の
決
算
に
つ
い
て
、
９
月
19
日
・
20
日
・
21
日
の

３
日
間
、
同
委
員
会
を
開
催
し
て
審
査
を
行
っ
た

結
果
、
５
会
計
と
も
原
案
の
と
お
り
認
定
ま
た
は

可
決
し
ま
し
た
。

　
各
会
計
の
決
算
の
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、

11
月
号
の
広
報
ち
た
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
併
せ
て
御
覧
く
だ
さ
い
。

〔
委
員
会
構
成
〕

委
員
長　
　
伊
藤
正
明

副
委
員
長　
　
中
山
貴
弘

委　
　
員　
　
髙
橋　
至　
竹
内
祥
浩

　
　
　
　
　
　
小
浦
智
夫　
安
島
崇
展

　
　
　
　
　
　
藤
沢　
巌

〔
審
査
の
経
過
〕

（
一
般
会
計
）

　
質
問
件
数　
３
４
３
件

（
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
）

　
質
問
件
数　
13
件

（
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特
別
会
計
）

　
質
問
件
数　
７
件

（
水
道
事
業
会
計
）

　
質
問
件
数　
16
件

（
下
水
道
事
業
会
計
）

　
質
問
件
数　
15
件

※
本
会
議
に
お
け
る
討
論
の
件
数

（
一
般
会
計
）

　
反
対
討
論
２
件
、
賛
成
討
論
１
件

令
和
４
年
度

一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
企
業
会
計
　
決
算
認
定

企業会計決算一覧
（単位：円）

会　計　別 収　　入 支　　出

水
道
事
業

収益的収支  1,384,063,941  1,167,155,532

資本的収支    336,711,790    676,582,722

下
水
道
事
業

収益的収支  2,124,007,165  1,847,818,011

資本的収支  1,794,325,440  2,060,810,810

（消費税及び地方消費税を含む）

一般会計・特別会計決算一覧
（単位：円）

会　計　別 歳　　入 歳　　出

一　般　会　計 32,429,427,186 30,830,641,531

特
別
会
計

国 民 健 康
保 険 事 業  7,552,835,883  7,462,219,054

後期高齢者
医 療 事 業  1,383,298,217     1,371,284,312

小　　計  8,936,134,100  8,833,503,366

合　　　計 41,365,561,286 39,664,144,897

※　上記意見書を内閣総理大臣、内閣官房長官、文部科学大臣、財務大臣、
　総務大臣、　衆議院議長、参議院議長に提出しました。

※　上記意見書を内閣総理大臣、内閣官房長官、文部科学大臣、財務大臣、
　総務大臣、衆議院議長、参議院議長に提出しました。

国の私学助成の拡充に関する意見書 定数改善計画の早期策定・実施と義務教育費
国庫負担制度の堅持及び拡充を求める意見書

　私立高校は、それぞれの建学の精神に基づき、多様な特色のある
公教育を行うとともに、時代の要請に応じた教育改革に取り組んで
おり、学校教育において公立高校とともに極めて重要な役割を担っ
ている。
　国においては、昭和50年に学費の公私間格差是正を目的とした
私立学校振興助成法を制定し、各種助成措置を講じてきた。とりわ
け平成22年度の公立高校の授業料無償化と同時に始まった私立高
校生に対する「就学支援金」制度では、令和２年度から年収590万
円未満世帯の授業料平均額の無償化が実施され、愛知県においては
就学支援金の増額分を全額活用して、年収720万円未満世帯の授業
料と入学金の無償化を実現した。就学支援金制度施行後およそ10
年で、学費滞納など経済的理由による退学者は大幅に減少しており、
国のこれまでの私学助成政策は着実に成果を生んでいる。
　それでもなお、年収910万円未満世帯までが無償化され、それ以
上の所得がある家庭でも年間約12万円の学費で通うことのできる
公立高校と比べて、私立高校では大きな学費負担が残されている。
　今日、高校への進学率は約90パーセントに達し、高校生の３人
に１人が私立高校に通っている。教育基本法において、「教育の機
会均等」と「私立学校教育の振興」がうたわれており、学費の「公
私格差是正」と「教育の公平」は全ての子どもと父母の切実な願い
である。その土台となる国の就学支援金制度の拡充は引き続き重要
な課題となっており、加えて、財政が不安定な私立学校が公立学校
と同一水準の教育条件を確保していくためには、私学助成の国庫補
助と地方交付税交付金による経常費助成の国基準単価を来年度も引
き続き拡充していくことが求められる。
　よって、国におかれては、国の責務と私立高校の重要性に鑑み、
父母負担の公私格差を是正するために「就学支援金」制度を一層拡
充するとともに、私立学校振興助成法に基づく国庫補助制度を堅持
し、私立学校への国庫補助金と、それに伴う地方交付税交付金を充
実することで､ 私立高校の経常費補助の一層の拡充を図られるよう
要望する。
　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

　　令和５年９月２７日
愛知県知多市議会

　未来を担う子どもたちが夢や希望を持ち、健やかに成長していく
ことは、全ての国民の切なる願いである。
　しかし、学校現場では、子どもたちの健全育成に向けて、日々真
摯に教育活動に取り組んでいるものの、いじめや不登校など子ども
たちを取り巻く教育課題は依然として解決されていない。また、特
別な支援や日本語の教育を必要とする子どもが増加し、一人ひとり
に応じた適切な支援を行うための十分な時間が確保できないなどの
課題にも直面している。
　こうした中、令和３年４月１日の義務標準法の改正では、小学校
における学級編制の標準が５年をかけて35人に計画的に引き下げ
られることとなった。しかしながら、中学校における少人数学級の
推進や教職員定数改善計画は依然として示されておらず、子どもた
ちの健やかな成長を支えるための施策としては、不十分なものであ
ると言わざるを得ない。山積する課題に対応し、全ての子どもたち
に行き届いた教育を行うためにも、少人数学級のさらなる拡充を含
めた定数改善計画の早期策定・実施が不可欠である。
　また、子どもたちが全国どこに住んでいても､ 均等に一定水準の
教育を受けられることが憲法上の要請である。しかし、三位一体改
革により、義務教育費国庫負担制度の国庫負担率は、２分の１から
３分の１に引き下げられたままであり、自治体の財政は圧迫されて
いる。教育の機会均等と水準確保のために、義務教育費国庫負担制
度の堅持とともに、国庫負担率を２分の１へ復元することは､ 国が
果たさなければならない大きな責任の一つである。
　よって、国におかれては、来年度の政府予算編成に当たり、定数
改善計画の早期策定・実施と、義務教育費国庫負担制度の堅持とと
もに、国庫負担率２分の１への復元に向けて、十分な教育予算を確
保されるよう強く要望する。
　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

　　令和５年９月２７日
愛知県知多市議会
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一般会計歳入 324億2943万円

一般会計歳出 308億3064万円

軽自動車税
2億4060万円
（0.7％）
市たばこ税
4億5498万円
（1.4％）
都市計画税
11億946万円
（3.4％）

市税
155億7768万円
（48.0％）

国庫支出金
51億7351万円（16.0％）

県支出金
20億9376万円
（6.5％）

地方消費税交付金
19億1386万円
（5.9％）

諸収入
18億5143万円
（5.7％）

地方交付税
11億3566万円
（3.5％）

財産収入
9億3805万円
（2.9％）

繰越金
8億9280万円
（2.7％）

市債
8億920万円（2.5％）

使用料及び手数料
7億5930万円（2.3％）

その他
12億8418万円（4.0％）

市民税（個人）
50億8863万円
（15.7％）

《市税の内訳》

市民税（法人）
6億1151万円
（1.9％）

固定資産税
80億7250万円
（24.9％）

民生費
133億7362万円
（43.4%）

衛生費
44億9339万円（14.6%）

総務費
34億2769万円（11.1%）

教育費
29億5276万円（9.6%）

土木費
24億2888万円（7.9%）

公債費
18億8010万円（6.1%）

消防費
9億5662万円（3.1%）

商工費
8億610万円（2.6%）

農林水産業費
2億3087万円（0.8%）

議会費
2億2541万円（0.7%） その他

5520万円（0.1%）
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特
別
委
員
会
に
お
け
る
審
査
状
況
の
主
な
も
の

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

認
定
議
案
第
１
号
関
係　
県
支
出
金

地
域
バ
ス
の
実
証
運
行
に県の

補
助
制
度
を
活
用

　
　
元
気
な
愛
知
の
市
町
村
づ
く
り
補
助
金
（
チ 

ャ
レ
ン
ジ
枠
）
の
詳
細
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
　
こ
の
補
助
制
度
は
、
市
町
村
が
行
う
先
進
的

な
新
規
事
業
を
対
象
に
交
付
さ
れ
る
も
の
で
、

地
域
バ
ス
の
実
証
運
行
が
補
助
事
業
と
し
て
採

択
さ
れ
ま
し
た
。
実
証
運
行
に
お
け
る
燃
料
費
、

自
動
車
借
上
料
、
運
行
管
理
委
託
料
等
の
経
費

の
２
分
の
１
が
補
助
さ
れ
た
も
の
で
す
。

認
定
議
案
第
１
号
関
係　
総
務
費

市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
向
け

Ａ
Ｉ
サ
ー
ビ
ス
に
よ
り
時
間
を
削
減

　
　
Ａ
Ｉ
サ
ー
ビ
ス
使
用
料
に
係
る
実
績
と
効
果

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
市
民
の
問
合
せ
に
対

し
、
Ａ
Ｉ
が
24
時
間
い
つ
で
も
、
チ
ャ
ッ
ト
形

式
で
自
動
応
答
す
る
Ａ
Ｉ
総
合
案
内
サ
ー
ビ
ス

で
は
、
約
６
３
０
０
件
の
問
合
せ
に
対
応
し
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
が
向
上

す
る
と
と
も
に
、
職
員
の
問
合
せ
対
応
に
要
し

て
い
た
時
間
を
削
減
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
Ａ

Ｉ
‐
Ｏ
Ｃ
Ｒ
サ
ー
ビ
ス
は
、
手
書
き
文
字
の
読

　
み
取
り
に
利
用
す
る
も
の
で
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
申
請
や
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
申
込
書

な
ど
、
約
３
万
枚
の
書
類
を
デ
ー
タ
化
し
、
職

員
が
手
入
力
す
る
従
来
の
処
理
と
比
べ
、
作
業

時
間
を
約
２
５
０
時
間
削
減
で
き
ま
し
た
。

 

認
定
議
案
第
１
号
関
係　
民
生
費

ひ
き
こ
も
り
の
方
の
就
労
に
向
け

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
で
伴
走
支
援

　
　
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業
委
託
に
関
し
、

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
で
支
援
を
行
っ
た
件
数
及
び
そ

の
結
果
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
　
自
宅
に
ひ
き
こ
も
っ
て
い
る
状
態
の
対
象
者

に
対
し
て
、
延
べ
55
件
の
訪
問
支
援
を
行
い
ま

し
た
。
対
象
者
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
複
数
年

に
わ
た
り
支
援
を
継
続
す
る
中
で
、
働
く
こ
と

へ
の
意
欲
を
示
し
た
事
例
や
就
労
継
続
支
援
Ｂ

型
事
業
所
を
見
学
し
た
事
例
な
ど
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
う
ち
の
一
例
と
し
て
、
メ
ン
タ
ル
の

不
調
に
よ
り
離
職
し
た
20
代
女
性
に
対
し
、
ア

ウ
ト
リ
ー
チ
支
援
か
ら
市
の
就
労
準
備
支
援
事

業
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
訓
練
事
業
へ
と
段
階
的

に
伴
走
支
援
し
た
こ
と
で
、
正
社
員
と
し
て
の

就
職
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

認
定
議
案
第
１
号
関
係　
衛
生
費

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
開
催
し

自
主
的
な
リ
ユ
ー
ス
活
動
を
促
進

　
　
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
開
催
委
託
料
の
詳
細
及

び
効
果
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
　
産
業
ま
つ
り
と
同
時
に
開
催
し
た
フ
リ
ー
マ 

ー
ケ
ッ
ト
の
企
画
、
会
場
設
営
及
び
運
営
業
務

を
「
リ
サ
イ
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
ち
た
」
に
委
託
し

た
も
の
で
す
。
令
和
４
年
10
月
22
日
、
23
日
の

２
日
間
に
わ
た
っ
て
開
催
し
、
総
出
店
者
数
は

72
、
来
場
者
数
は
６
万
３
０
０
０
人
で
し
た
。

　
　
効
果
と
し
て
は
、
不
要
と
な
っ
た
も
の
を
ご

み
と
し
て
廃
棄
す
る
の
で
は
な
く
、
ほ
か
の
人

に
活
用
し
て
も
ら
う
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
で
、

市
民
の
自
主
的
な
リ
ユ
ー
ス
活
動
を
促
進
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

認
定
議
案
第
１
号
関
係　
労
働
費

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
利
用
実
績就業

数
は
３
６
３
件

　
　
雇
用
対
策
事
業
費
に
関
連
し
て
、
知
多
市
ふ

る
さ
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
利
用
実
績
に
つ
い
て

伺
い
た
い
。

　
　
令
和
４
年
度
の
相
談
件
数
は
、
４
０
３
０
件
、

就
業
数
は
、
３
６
３
件
で
し
た
。

認
定
議
案
第
１
号
関
係　
農
林
水
産
業
費

親
子
で
田
植
え
、
稲
刈
り
の
体
験

家
族
で
お
米
の
大
切
さ
を
学
ぶ

　
　
ア
グ
リ
ラ
ン
ド
事
業
委
託
料
の
内
容
、
効
果

及
び
実
績
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
　
こ
の
事
業
は
、
小
学
生
以
下
の
親
子
に
、
若

手
農
業
者
が
田
植
え
、
稲
刈
り
の
体
験
指
導
を

す
る
も
の
で
す
。
農
家
と
非
農
家
の
交
流
を
生

む
と
と
も
に
、
参
加
者
が
お
米
の
大
切
さ
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　
　
実
績
と
し
て
は
、
12
家
族
で
大
人
13
人
、
子

ど
も
16
人
の
計
29
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

認
定
議
案
第
１
号
関
係　
商
工
費

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
研
修
で

ガ
イ
ド
ス
キ
ル
を
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

　
　
観
光
人
材
育
成
事
業
委
託
料
の
具
体
的
な
内

容
及
び
成
果
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
　
こ
の
事
業
は
、
本
市
へ
の
着
地
型
観
光
の
推

進
を
図
る
た
め
、
岡
田
街
並
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ

イ
ド
の
会
及
び
佐
布
里
の
観
梅
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ガ
イ
ド
の
会
に
所
属
す
る
会
員
の
ガ
イ
ド
ス
キ

ル
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
目
的
と
し
て
、
観
光
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
研
修
を
実
施
し
た
も
の
で

審 

査 

の 

概 

要

一
　
般
　
会
　
計

AI総合案内サービスの画面

令和４年度に開催したフリーマーケットの様子
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す
。
自
分
た
ち
と
は
違
う
視
点
で
の
講
師
に
よ

る
ガ
イ
ド
を
実
体
験
す
る
こ
と
で
、
新
た
な
魅

力
の
発
見
に
つ
な
が
っ
た
と
と
も
に
、
観
光
客

目
線
に
立
っ
た
ガ
イ
ド
の
重
要
性
を
学
び
ま
し

た
。

認
定
議
案
第
１
号
関
係　
土
木
費

大
規
模
盛
土
造
成
地
を
調
査
し

市
民
の
安
心
を
確
保

　
　
大
規
模
盛
土
造
成
地
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
計
画 

策
定
委
託
料
の
実
績
及
び
効
果
に
つ
い
て
伺
い

た
い
。

　
　
本
市
の
大
規
模
盛
土
造
成
地
の
現
地
調
査
を

行
い
、
宅
地
の
概
要
を
取
り
ま
と
め
た
カ
ル
テ

を
作
成
し
ま
し
た
。
カ
ル
テ
に
基
づ
く
第
２
次

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
優
先
度
評
価
で
は
、
擁
壁

の
変
状
な
ど
の
所
見
が
確
認
さ
れ
た
１
か
所
に

つ
い
て
、
安
全
性
把
握
の
た
め
の
よ
り
詳
細
な

調
査
の
優
先
度
が
高
い
と
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
効
果
と
し
て
は
、
大
規
模
盛
土
造
成
地
の
安

全
性
を
把
握
す
る
た
め
の
調
査
を
進
め
た
こ
と

に
よ
り
、
市
民
の
安
心
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、

宅
地
所
有
者
な
ど
の
自
主
的
な
取
組
を
促
進
す

る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

認
定
議
案
第
１
号
関
係　
消
防
費

ド
ロ
ー
ン
２
機
を
購
入
し

枯
草
火
災
の
実
災
害
で
飛
行

　
　
ド
ロ
ー
ン
機
体
購
入
費
に
関
し
、
購
入
機
数
、

操
縦
で
き
る
職
員
数
及
び
使
用
状
況
に
つ
い
て

　
伺
い
た
い
。

　
　
本
番
機
１
機
と
練
習
機
１
機
の
計
２
機
を
購

入
し
、
操
縦
に
係
る
民
間
技
能
講
習
を
受
講
済

み
の
職
員
が
３
人
い
ま
す
。
ま
た
、
使
用
状
況

と
し
て
は
、
飛
行
訓
練
が
15
件
で
４
時
間
18
分
、

実
災
害
で
の
飛
行
は
、
枯
草
火
災
の
１
件
で
す
。

認
定
議
案
第
１
号
関
係　
教
育
費

地
域
へ
の
理
解
と
愛
着
を
育
む
た
め

魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
を
推
進

　
　
魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
推
進
事
業
委
託
料
の

内
容
及
び
効
果
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
　
こ
の
事
業
は
、
各
小
中
学
校
へ
委
託
し
た
も

の
で
、
生
徒
指
導
、
現
職
教
育
、
小
中
連
携
、

幼
保
小
連
携
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
、
特
色
あ
る
学

校
づ
く
り
の
各
事
業
を
行
い
ま
し
た
。
主
な
も

の
と
し
て
、
生
徒
指
導
で
は
、
街
頭
指
導
や
挨

拶
運
動
な
ど
の
啓
発
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
ま

た
、
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
で
は
、
地
域
の
方

を
ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
と
し
て
招
き
、
昔
の

暮
ら
し
体
験
、
米
づ
く
り
な
ど
の
活
動
を
し
ま

し
た
。　

　
　
こ
れ
に
よ
り
、
子
ど
も
た
ち
の
地
域
へ
の
理

解
と
愛
着
を
育
む
と
と
も
に
、
学
校
と
地
域
の

連
携
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

 認
定
議
案
第
２
号
関
係　
国
保
事
業
特
別
会
計

特
別
交
付
金
の
保
険
者
努
力
支
援
分

取
組
が
評
価
さ
れ
３
年
度
よ
り
増
収

　
　
特
別
交
付
金
の
保
険
者
努
力
支
援
分
が
予
算

に
対
し
増
収
と
な
っ
た
要
因
に
つ
い
て
伺
い
た

い
。

　
　
こ
の
交
付
金
は
、
事
業
費
分
と
取
組
評
価
分

に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
事
業
費
分
は
、
市
町
村

が
行
う
予
防
・
健
康
づ
く
り
事
業
に
つ
い
て
交

付
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
取
組
評
価
分
は
、
特
定

健
診
・
特
定
保
健
指
導
の
実
施
率
や
国
民
健
康

保
険
税
の
収
納
率
な
ど
、
国
が
定
め
る
指
標
に

基
づ
き
、
全
国
の
市
町
村
の
取
組
に
つ
い
て
採

点
が
行
わ
れ
、
得
点
に
応
じ
て
国
の
予
算
が
按

分
さ
れ
て
交
付
さ
れ
ま
す
。

　
　
令
和
４
年
度
は
、
こ
の
取
組
評
価
分
で
３
年

度
よ
り
多
く
得
点
を
得
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

増
収
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

認
定
議
案
第
５
号
関
係　
下
水
道
事
業
会
計

消
化
ガ
ス
利
用
増
進
を
図
り

地
球
温
暖
化
防
止
対
策
に
努
め
る

　
　
消
化
ガ
ス
売
却
代
の
過
去
３
年
間
の
実
績
及

び
効
果
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
　
実
績
と
し
て
は
、
税
抜
額
で
、
令
和
２
年
度 

は
１
２
８
３
万
４
１
３
６
円
、
３
年
度
は
１
３ 

６
３
万
３
８
９
８
円
、
４
年
度
は
１
４
１
３
万 

２
６
７
円
で
す
。

　
　
効
果
と
し
て
は
、
余
剰
消
化
ガ
ス
を
売
却
す

る
こ
と
に
よ
る
収
益
増
の
ほ
か
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
消
化
ガ
ス
の
利
用
増
進
を
図 

っ
て
い
く
こ
と
で
、
地
球
温
暖
化
防
止
対
策
に

な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
※
消
化
ガ
ス
…
下
水
道
汚
泥
の
発
酵
に
よ
り
発 

　
生
す
る
ガ
ス

	

特
　
別
　
会
　
計

企
　
業
　
会
　
計

各会計の説明

一般会計
　福祉、子育て、教育、土木などの基本的な施策を行うための会計で、市税などを主な財源としており、
市の予算の中心となるものです。

特別会計
　国民健康保険事業など、特定の目的や収入がある事業については、一般会計と分けて「特別会計」とし、
事業ごとの収支を明確にしています。
　本市には、国民健康保険事業特別会計、後期高齢者医療事業特別会計の２つの特別会計があります。

企業会計
　会社経営のように、複式簿記・発生主義による会計です。
　本市には、水道事業会計、下水道事業会計の２つの企業会計があります。
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不
登
校
や
い
じ
め
事
案
な
ど
に
対
し

関
係
機
関
と
連
携
し
支
援

　
　
児
童
生
徒
の
不
登
校
や
い
じ
め
事
案
な
ど
の

発
生
時
に
お
け
る
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
に
よ
る
支
援
体
制
及
び
相
談
対
応
の
実
績

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
　
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
は
３
人
で
、

児
童
生
徒
の
置
か
れ
た
様
々
な
環
境
へ
の
働
き

か
け
を
行
い
、
養
育
上
の
問
題
が
あ
る
場
合
に

は
児
童
相
談
セ
ン
タ
ー
や
警
察
な
ど
の
関
係
機

関
と
連
携
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
　
令
和
４
年
度
の
相
談
実
績
は
、
延
べ
１
０
１ 

３
件
で
、
内
容
は
不
登
校
、
児
童
虐
待
、
家
庭

環
境
、
心
身
の
健
康
・
保
健
、
発
達
障
が
い
、

貧
困
、
い
じ
め
・
暴
力
行
為
な
ど
で
す
。

共
働
き
世
帯
の
増
加
な
ど
を
考
慮
し

児
童
ク
ラ
ブ
入
所
要
件
緩
和
を
検
討

　
　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
運
営
状
況
、
長
期
休

　
み
の
利
用
及
び
入
所
要
件
を
緩
和
す
る
考
え
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
　
運
営
状
況
に
つ
い
て
は
、
お
お
む
ね
児
童
12

人
に
１
人
の
指
導
員
を
確
保
し
、
国
の
基
準
の

20
人
に
１
人
に
比
べ
手
厚
い
配
置
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
定
員
を
設
け
て
い
な
い
た
め
待

機
児
童
は
あ
り
ま
せ
ん
。
長
期
休
み
の
期
間
に

限
定
し
た
入
所
に
つ
い
て
は
夏
休
み
の
み
実
施

し
、
春
休
み
、
冬
休
み
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
　
今
後
、
共
働
き
世
帯
の
増
加
な
ど
、
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
を
利
用
す
る
児
童
の
割
合
は
増
加

し
て
い
く
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
児
童
の
安

全
な
居
場
所
を
確
保
す
る
た
め
に
入
所
要
件
の

緩
和
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

採
用
、
退
職
の
状
況
を
踏
ま
え

必
要
な
職
員
数
を
配
置

　
　
市
職
員
の
定
数
及
び
現
員
数
に
つ
い
て
伺
い

た
い
。

　
　
令
和
５
年
４
月
１
日
現
在
で
、
職
員
定
数
は

７
７
４
人
、
現
員
数
は
７
０
６
人
で
す
。
職
員

定
数
は
常
勤
職
員
数
の
上
限
と
し
て
条
例
で
規

定
し
た
人
数
で
あ
る
の
に
対
し
、
現
員
数
は
各

年
度
に
お
け
る
採
用
、
退
職
の
状
況
を
踏
ま
え
、

業
務
遂
行
に
必
要
な
職
員
と
し
て
実
際
に
配
置

し
た
人
数
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
差

が
生
じ
て
い
ま
す
。

高
校
生
世
代
の
通
院
医
療
費

無
料
化
す
る
考
え
は
な
い

　
　
子
ど
も
の
通
院
医
療
費
の
無
料
化
を
高
校
生

世
代
ま
で
拡
充
す
る
考
え
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
　
子
ど
も
医
療
費
の
対
象
に
つ
い
て
は
、
現
在

の
と
こ
ろ
、
通
院
は
義
務
教
育
終
了
ま
で
、
入

院
は
高
校
生
世
代
ま
で
と
考
え
て
お
り
、
そ
れ

以
上
の
無
料
化
の
拡
充
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

信
濃
川
第
３
及
び
第
４
排
水
区

概
算
事
業
費
11
億
８
１
０
０
万
円

　
　
雨
水
に
よ
る
浸
水
実
績
を
踏
ま
え
、
八
幡
杉

山
及
び
清
水
が
丘
地
区
を
含
む
信
濃
川
第
３
及

び
第
４
排
水
区
の
公
共
下
水
道
計
画
を
見
直
し
、

事
業
未
完
了
区
域
に
変
更
し
た
と
の
こ
と
で
あ

る
が
、
事
業
費
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
　
現
在
、
予
備
設
計
や
詳
細
設
計
を
実
施
し
て

い
ま
せ
ん
が
、
平
成
27
年
度
に
委
託
し
た
基
本 

設
計
の
概
算
事
業
費
は
、
貯
留
施
設
関
連
で
７ 

億
６
９
０
０
万
円
、
水
路
改
修
関
連
で
４
億
１ 

２
０
０
万
円
、
計
11
億
８
１
０
０
万
円
で
す
。

引
越
し
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
で

オ
ン
ラ
イ
ン
で
転
出
届
な
ど
が
可
能

　
　
住
民
異
動
手
続
の
利
便
性
の
向
上
に
つ
い
て

伺
い
た
い
。

　
　
令
和
５
年
２
月
の
法
令
な
ど
の
改
正
に
よ
り
、 

引
越
し
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
が
始
ま
り
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
所
有
者
は
マ
イ
ナ
ポ 

ー
タ
ル
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
で
転
出
届
、
転
入
予

約
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
転
出
時
の
窓
口
で
の

手
続
と
、
転
入
時
の
住
民
異
動
届
の
記
入
が
不

要
と
な
り
、
利
便
性
の
向
上
を
図
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度

全
国
一
律
化
に
向
け
国
に
要
望

　
　
本
市
に
お
け
る
子
ど
も
医
療
費
助
成
の
現
状

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
　
本
市
は
、
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
こ
れ
ま

で
助
成
の
拡
大
を
図
っ
て
き
て
お
り
、
令
和
４

年
度
か
ら
高
校
生
世
代
の
入
院
医
療
費
の
無
償

化
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
　
全
国
市
長
会
で
は
、
子
ど
も
医
療
費
に
つ
い

て
、
全
国
一
律
の
保
障
制
度
創
設
に
向
け
た
道

筋
を
示
す
よ
う
国
に
要
望
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

全
国
知
事
会
に
お
い
て
も
全
国
一
律
の
医
療
費

助
成
制
度
の
創
設
を
早
期
に
実
現
す
る
こ
と
が

提
言
さ
れ
て
お
り
、
今
後
は
そ
の
動
向
を
注
視

し
て
い
き
ま
す
。

市
政
に
対
す
る一　

般　
質　
問

　
第
５
回
定
例
会
本
会
議
で
、
14
人
の
議
員
が
、
市
政
全
般
に
つ
い
て
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
主
な
要
旨
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　
議
員
名
の
下
に
あ
る
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
る
と
、各
議
員
の
質
問
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

創
政
会　

髙
橋
直
之

創
政
会

伊
藤
正
明

日
本
共
産
党
議
員
団

久
野
た
き

公
明
党
議
員
団

小
浦
智
夫
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社
会
的
認
知
度
の
向
上
な
ど
で

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
支
援
を
強
化

　
　
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て

伺
い
た
い
。

　
　
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
社
会
的
認
知
度
を
高
め

　
る
た
め
、
市
内
公
共
施
設
に
啓
発
ポ
ス
タ
ー
や

チ
ラ
シ
を
掲
示
す
る
と
と
も
に
、
市
ホ
ー
ム
ペ 

ー
ジ
で
も
周
知
・
啓
発
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

子
ど
も
自
身
の
自
覚
を
促
す
た
め
に
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
な
ど
か
ら
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
る

こ
と
で
手
軽
に
回
答
で
き
る
自
己
診
断
チ
ェ
ッ

ク
フ
ォ
ー
ム
を
作
成
し
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
通
じ

て
提
供
し
ま
す
。
今
後
も
、
関
係
機
関
に
対
し

て
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
支
援
強
化
の
た
め
の
研
修

会
や
情
報
提
供
な
ど
を
行
う
こ
と
で
、
ヤ
ン
グ

ケ
ア
ラ
ー
を
一
人
で
も
多
く
早
期
発
見
し
、
家

族
を
含
め
た
支
援
を
し
て
い
き
ま
す
。

高
齢
者
や
屋
外
で
作
業
す
る
職
員
に

様
々
な
方
法
で
熱
中
症
対
策

　
　
高
齢
者
及
び
屋
外
で
作
業
す
る
職
員
な
ど
に

対
す
る
熱
中
症
対
策
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
　
高
齢
者
へ
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
職
員
が
自
宅

を
訪
問
す
る
際
に
、
熱
中
症
指
数
計
を
持
参
し

て
熱
中
症
の
危
険
を
知
ら
せ
る
と
と
も
に
、
出

前
講
座
の
際
に
、
熱
中
症
予
防
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
や
経
口
補
水
液
を
配
布
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

屋
外
で
作
業
す
る
職
員
へ
は
、
可
能
な
限
り
複

数
人
で
作
業
を
実
施
す
る
な
ど
、
所
属
ご
と
に

熱
中
症
予
防
の
た
め
の
注
意
喚
起
及
び
対
策
の

適
切
な
実
施
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
　
火
災
対
応
な
ど
に
当
た
る
消
防
職
員
及
び
消

防
団
員
へ
は
、
暑
さ
の
中
で
の
火
災
対
応
を
考

慮
し
た
訓
練
に
よ
り
環
境
に
順
応
で
き
る
体
づ

く
り
を
行
う
な
ど
の
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。

地
域
専
属
の
身
近
な
相
談
員
と
し
て

地
域
担
当
職
員
を
派
遣

　
　
地
域
担
当
職
員
制
度
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
　
地
域
専
属
の
身
近
な
相
談
員
と
し
て
、
１
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
つ
き
中
堅
・
若
手
職
員
の
２
人

を
、
通
常
業
務
と
の
兼
任
で
派
遣
し
ま
す
。
任

期
は
２
年
で
、
派
遣
は
月
３
回
ま
で
で
す
。
会

議
な
ど
に
出
席
し
、
地
域
の
実
態
把
握
や
行
政

情
報
の
提
供
、
関
係
部
署
と
の
連
絡
調
整
を
行

い
ま
す
。
ま
た
業
務
報
告
書
を
共
有
す
る
ほ
か

担
当
職
員
の
連
携
会
議
等
で
情
報
を
交
換
し
ま

す
。
令
和
４
年
度
の
地
域
ご
と
の
派
遣
は
多
い

地
域
で
24
回
、
少
な
い
地
域
で
２
回
で
し
た
。

　
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
か
ら
は
、
情
報
の
収
集
や
担

当
課
へ
の
取
り
次
ぎ
の
円
滑
化
に
評
価
を
い
た

だ
き
、
職
員
に
は
、
地
域
の
実
情
や
他
課
の
業

務
を
知
る
よ
い
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

１
級
、
２
級
市
道
を
対
象
に

６
年
度
に
点
検
調
査
を
実
施
予
定

　
　
市
道
の
修
繕
の
実
施
状
況
及
び
今
後
の
予
定

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
　
知
多
市
舗
装
修
繕
計
画
に
基
づ
く
５
年
ご
と

の
点
検
調
査
の
結
果
、
修
繕
が
必
要
と
な
る
１ 

級
、
２
級
市
道
の
延
長
は
17
・
２
㌖
と
な
り
、

　
令
和
９
年
度
末
ま
で
に
修
繕
を
行
う
予
定
で
す
。

４
年
度
末
時
点
で
、
全
体
の
46
％
に
当
た
る
７ 

・
９
㌖
が
完
成
し
て
い
ま
す
。
今
後
の
予
定
に

つ
い
て
は
、
１
級
、
２
級
市
道
を
対
象
と
し
た

５
年
に
一
度
の
点
検
調
査
を
６
年
度
に
行
う
予

定
で
す
。
修
繕
が
必
要
と
な
る
箇
所
は
、
個
別

施
設
計
画
を
見
直
し
、
計
画
的
に
修
繕
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

法
改
正
や
県
条
例
の
内
容
を
精
査
し

埋
立
て
等
の
市
規
制
条
例
改
廃
検
討

　
　
知
多
市
に
お
け
る
土
砂
等
の
埋
立
て
等
に
関

す
る
規
制
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
　
市
で
は
、
土
砂
の
汚
染
及
び
災
害
の
発
生
を

未
然
に
防
止
す
る
た
め
、
知
多
市
土
砂
等
の
埋

立
て
等
の
規
制
に
関
す
る
条
例
を
令
和
４
年
４

月
１
日
か
ら
施
行
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
こ
れ

ま
で
に
３
件
の
埋
立
て
な
ど
の
申
請
が
許
可
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
５
年
５
月
の
宅
地
造
成

等
規
制
法
の
改
正
を
受
け
、
県
に
お
い
て
、
特

定
盛
土
な
ど
の
規
制
区
域
指
定
に
向
け
た
基
礎

調
査
と
新
た
な
県
条
例
の
制
定
に
向
け
た
検
討

が
進
ん
で
い
ま
す
。
今
後
は
規
制
区
域
の
指
定

や
県
条
例
の
内
容
を
精
査
し
、
市
条
例
と
同
等

の
効
果
を
期
待
で
き
る
場
合
な
ど
に
は
、
市
条

例
の
改
廃
を
含
め
た
検
討
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

創
政
会

髙
橋

至

寺本台１丁目交差点
修繕前（左）と後（右）

ヤングケアラー啓発チラシ

創
政
会

竹
内
祥
浩

公
明
党
議
員
団

泉

清
秀

創
政
会

安
島
崇
展
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市
内
初
の
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
建
設

水
素
の
利
用
推
進
に
期
待

問　
本
市
に
お
け
る
脱
炭
素
に
向
け
た
水
素
利
用

の
取
組
に
関
連
し
た
事
業
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答　
令
和
４
年
５
月
、
中
部
圏
水
素
・
ア
ン
モ
ニ

ア
社
会
実
装
推
進
会
議
に
入
会
し
、
水
素
社
会

実
装
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
に
参
加
し
て
同
会

議
の
行
う
事
業
に
協
力
し
て
い
ま
す
。
事
業
内

容
は
、
水
素
の
安
価
で
安
定
的
な
供
給
体
制
を

構
築
す
る
た
め
、
海
外
か
ら
の
大
規
模
水
素
受

入
拠
点
を
名
古
屋
港
周
辺
に
整
備
す
る
取
組
を

進
め
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
同
会
議
に
よ
れ
ば
、

新し
ん

刀か
た
な

池い
け

地
内
で
市
内
事
業
者
に
よ
り
建
設
が
進

ん
で
い
る
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
起
点
と
し
た

　
低
炭
素
水
素
モ
デ
ル
タ
ウ
ン
事
業
構
想
が
あ
り
、

水
素
の
利
用
促
進
に
お
い
て
、
重
要
な
施
設
と

な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
の
安
全
利
用

関
係
機
関
と
連
携
し
周
知
を
図
る

　
　
電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
な
ど
に
関
し
、
知
多
半

島
５
市
に
お
け
る
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
交
付

状
況
及
び
安
全
利
用
に
関
す
る
市
民
へ
の
周
知

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
　
８
月
末
時
点
で
、
本
市
で
の
ナ
ン
バ
ー
プ
レ 

ー
ト
の
交
付
は
あ
り
ま
せ
ん
。
近
隣
４
市
で
は
、

常
滑
市
２
件
、
大
府
市
１
件
、
半
田
市
と
東
海

市
は
０
件
と
聞
い
て
い
ま
す
。
安
全
利
用
に
つ

い
て
は
、
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
交
付
時
に
チ

ラ
シ
を
配
布
す
る
こ
と
で
、
市
民
へ
周
知
啓
発

し
て
い
き
ま
す
。

　
　
今
後
は
、
市
内
で
の
電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
な

ど
の
利
用
状
況
を
見
て
、
知
多
警
察
署
を
は
じ

め
と
し
た
関
係
機
関
と
連
携
し
、
安
全
利
用
の

さ
ら
な
る
周
知
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

子
ど
も
が
家
族
と
一
緒
に
過
ご
せ
る

ラ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
日
を
導
入

　
　
ラ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
日
の
市
内
小
中
学
校
及

び
近
隣
市
町
に
お
け
る
導
入
状
況
、
届
出
方
法

並
び
に
取
得
要
件
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
　
令
和
５
年
度
の
２
学
期
か
ら
、
市
内
全
小
中

学
校
で
導
入
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
半
田
市
、

東
海
市
、
東
浦
町
、
南
知
多
町
は
本
市
と
同
様

に
９
月
か
ら
、
大
府
市
、
常
滑
市
、
美
浜
町
は

10
月
か
ら
、
阿
久
比
町
、
武
豊
町
は
11
月
か
ら

導
入
予
定
で
す
。
届
出
方
法
は
、
取
得
日
の
前

日
ま
で
に
、
保
護
者
連
絡
ア
プ
リ
な
ど
で
連
絡

し
ま
す
。
取
得
要
件
は
、
保
護
者
の
休
日
が
子

ど
も
の
授
業
日
で
あ
り
、
か
つ
、
ラ
ー
ケ
ー
シ 

ョ
ン
の
趣
旨
に
沿
っ
た
活
動
を
行
う
こ
と
で
す
。

こ
れ
を
満
た
せ
ば
、
旅
行
や
自
宅
で
過
ご
す
場

合
で
あ
っ
て
も
認
め
ら
れ
ま
す
。

自
治
会
な
ど
の
加
入
率
向
上
に
向
け

自
治
会
加
入
申
込
書
を
窓
口
で
配
布

　
　
自
治
会
な
ど
の
加
入
率
向
上
に
向
け
た
本
市

の
取
組
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
　
加
入
率
向
上
に
向
け
て
、
自
治
会
等
の
活
動

に
対
す
る
住
民
の
理
解
が
不
可
欠
で
す
。
そ
の

た
め
、
市
で
は
、
啓
発
用
の
資
料
と
し
て
「
自

治
会
・
町
内
会
加
入
促
進
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
を

作
成
し
て
、
毎
年
４
月
に
開
催
す
る
駐
在
員
会

議
に
お
い
て
配
布
し
て
い
ま
す
。

　
　
ま
た
、
本
市
に
転
入
す
る
方
に
は
、
転
入
手

続
の
際
に
、
自
治
会
加
入
申
込
書
を
窓
口
で
お

渡
し
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
市
が
加
入
希
望

者
の
情
報
を
自
治
会
な
ど
へ
お
伝
え
す
る
こ
と

と
な
っ
て
お
り
、
加
入
希
望
者
と
地
域
と
の
橋

渡
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

新
規
開
業
す
る
施
設
な
ど
に
対
応
し

あ
い
あ
い
バ
ス
の
停
留
所
を
見
直
す

　
　
新
規
開
業
す
る
施
設
な
ど
に
対
応
す
る
た
め

　
の
あ
い
あ
い
バ
ス
停
留
所
の
見
直
し
に
つ
い
て

伺
い
た
い
。

　
　
多
く
の
市
民
が
利
用
す
る
公
共
施
設
や
商
業

施
設
な
ど
が
新
た
に
建
設
さ
れ
る
場
合
に
は
、

現
行
の
路
線
や
利
用
者
へ
の
影
響
の
ほ
か
、
関

係
法
令
へ
の
適
合
な
ど
を
総
合
的
に
考
慮
し
、

停
留
所
の
新
設
や
移
設
な
ど
の
見
直
し
を
検
討

し
ま
す
。
特
に
、
令
和
６
年
４
月
に
オ
ー
プ
ン

す
る
健
康
増
進
施
設
ア
ク
ア
マ
リ
ン
プ
ラ
ザ
に

つ
い
て
は
、
現
行
の
路
線
や
利
用
者
へ
の
影
響

な
ど
を
考
慮
し
て
、
停
留
所
の
設
置
を
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

　
　
ま
た
、
新
た
に
開
業
予
定
の
商
業
施
設
に
つ

い
て
も
同
様
の
検
討
を
行
い
ま
す
。

市
民
ク
ラ
ブ

藤
井
貴
範

知多市に建設予定の水素ステーション
（イメージ図）

アクアマリンプラザ完成予想図

市
民
ク
ラ
ブ

藤
沢

巌

市
民
ク
ラ
ブ

中
山
貴
弘
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高
校
生
世
代
の
通
院
医
療
費
無
償
化

現
在
の
と
こ
ろ
導
入
の
考
え
は
な
い

　
　
高
校
生
世
代
の
通
院
医
療
費
に
関
す
る
近
隣

市
の
状
況
及
び
本
市
の
無
償
化
の
考
え
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。

　
　
近
隣
市
で
は
、
東
海
市
が
通
院
医
療
費
の
３

割
の
自
己
負
担
分
を
全
額
助
成
し
、
無
償
化
を

行
っ
て
い
ま
す
。
半
田
市
及
び
大
府
市
は
、
２

割
を
助
成
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
常
滑
市
は
助

成
を
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
　
本
市
に
お
い
て
は
、
通
院
医
療
費
の
無
償
化

は
義
務
教
育
終
了
ま
で
と
し
て
お
り
、
現
在
の

と
こ
ろ
無
償
化
の
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
跡
地
の
売
却
に
つ
い
て

一
部
を
残
す
考
え
は
な
い

　
　
寺
本
台
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
梅
が
丘
グ
ラ
ウ
ン
ド

跡
地
の
売
却
に
向
け
た
進
捗
状
況
及
び
一
部
を

残
す
考
え
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
　
現
在
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
跡
地
の
境
界
測
量
及
び

不
動
産
鑑
定
を
実
施
し
、
売
却
に
向
け
た
準
備

を
進
め
て
い
ま
す
。
知
多
市
緊
急
財
政
改
善
プ

ラ
ン
の
取
組
の
一
つ
と
し
て
、
本
市
の
財
務
体

質
を
改
善
す
る
た
め
に
も
グ
ラ
ウ
ン
ド
跡
地
全

体
の
売
却
を
考
え
て
お
り
、
一
部
を
残
す
考
え

は
あ
り
ま
せ
ん
。

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
増
加
に
向
け

魅
力
的
な
事
業
例
を
サ
イ
ト
に
掲
載

　
　
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の
こ
れ
ま
で
の
実
績

及
び
増
加
に
向
け
た
取
組
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
　
本
市
で
は
、
令
和
３
年
度
に
保
育
園
の
環
境

整
備
事
業
に
１
件
、
４
年
度
に
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク 

ー
ル
環
境
整
備
事
業
に
２
件
、
地
域
安
全
対
策

事
業
に
１
件
の
寄
附
を
受
け
て
い
ま
す
。
寄
附

の
募
集
に
つ
い
て
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

加
え
、
国
の
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
よ
り

魅
力
的
で
、
賛
同
い
た
だ
け
る
よ
う
な
事
業
例

を
掲
載
し
、
本
市
が
寄
附
先
と
し
て
選
ば
れ
る

よ
う
努
め
ま
す
。

教
育
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

令
和
８
年
度
か
ら
更
新
予
定

　
　
市
内
小
中
学
校
に
お
け
る
教
育
用
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
の
今
後
の
端
末
更
新
計
画
と
、
導
入
時

か
ら
令
和
５
年
１
学
期
末
ま
で
の
有
償
修
理
の

件
数
及
び
金
額
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
　
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
本
体
の
更
新
に
つ
い
て
は
、

次
期
端
末
を
令
和
７
年
度
末
ま
で
に
導
入
し
、

８
年
度
か
ら
使
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
計
画
で

す
。
有
償
修
理
の
件
数
及
び
金
額
は
、
２
年
度

は
０
件
、
３
年
度
は
18
件
で
71
万
２
８
０
０
円
、

４
年
度
は
77
件
で
３
５
９
万
１
５
０
０
円
、
５

年
度
（
１
学
期
末
時
点
）
は
33
件
で
１
６
１
万 

５
３
５
０
円
、
合
計
は
１
２
８
件
で
５
９
１
万 

　
９
６
５
０
円
で
す
。

次
期
行
政
改
革
プ
ラ
ン
に
取
り
組
み

引
き
続
き
財
務
体
質
の
改
善
を
図
る

　
　
知
多
市
緊
急
財
政
改
善
プ
ラ
ン
の
進
捗
状
況

及
び
今
後
の
取
組
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
　
進
捗
状
況
は
予
算
上
、
約
17
億
円
の
効
果
額

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
財
政
調
整
基
金
残

高
は
、
令
和
４
年
度
末
時
点
で
約
37
億
５
０
０ 

０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
今
後
も
社
会
保
障
関
連
経
費
の
増
加
が
見
込

ま
れ
る
一
方
、
税
収
の
大
幅
な
増
加
は
期
待
で

き
ず
、
経
常
収
支
比
率
が
高
止
ま
り
で
推
移
す

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
６
年
度
か
ら
次
期

行
政
改
革
プ
ラ
ン
に
よ
り
、
さ
ら
な
る
財
務
体

質
改
善
に
取
り
組
む
ほ
か
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を

活
用
し
た
業
務
の
効
率
化
や
職
員
の
働
き
方
改

革
に
よ
る
組
織
の
活
性
化
な
ど
に
も
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

　
広
報
広
聴
委
員
会
委
員
を
紹
介
し
ま
す
。

　
写
真
前
列
右
か
ら
、
林　
正
則
、
髙
橋
直
之
、

後
列
右
か
ら
、
藤
井
貴
範
、
泉　
清
秀
、

石
濵
隼
人
、
伊
藤
正
明
、
中
山
貴
弘
、
服
部
洋
志

で
す
。

　
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
委
員
会
の
所
管
は
、
ち
た
市
議
会
だ
よ
り
の
編

さ
ん
及
び
発
行
に
関
す
る
こ
と
、
議
会
報
告
会
に

係
る
全
て
の
運
営
の
調
整
に
関
す
る
こ
と
、
そ
の

他
広
報
広
聴
の
調
査
研
究
に
関
す
る
事
項
で
す
。

　
次
号
で
は
、
総
務
委
員
会
委
員
を
紹
介
し
ま
す
。

知
多
維
新

服
部
洋
志

黎
明
会

冨 

田 

一
太
郎

教育用タブレット端末

新
緑
知
多

川
脇
裕
之

副委員長 委 員 長

広
報
広
聴
委
員
会
　
　
　

　
　
　
　
委  

員  

紹  

介
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８　
月

２
日　
会
派
代
表
者
会
議

８
日　
知
多
北
部
議
長
会
議
員
研
修
会（
知
多
市
）

10
日　
会
派
代
表
者
会
議

　
　
　
知
多
五
市
議
会
議
長
会
（
東
海
市
）

21
日　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
広
報
広
聴
委
員
会

　
　
　
会
派
代
表
者
会
議

22
日　
愛
知
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会

　
　
　
定
例
会
（
名
古
屋
市
）

25
日　
知
多
北
部
広
域
連
合
議
会
定
例
会

　
　
　
（
東
海
市
）

28
日　
石
油
基
地
防
災
対
策
都
市
議
会

　
　
　
協
議
会
夏
季
実
行
運
動
（
東
京
都
）

９　
月

５
日　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
第
５
回
定
例
会
本
会
議
第
１
日

　
　
　
（
議
案
上
程
）

　
　
　
広
報
広
聴
委
員
会

６
日　
本
会
議
第
２
日
（
一
般
質
問
）

７
日　
本
会
議
第
３
日
（
一
般
質
問
）

８
日　
本
会
議
第
４
日
（
議
案
審
議
・

　
　
　
決
算
認
定
議
案
上
程
・
委
員
会
付
託
）

　
　
　
決
算
審
査
特
別
委
員
会

　
　
　
会
派
代
表
者
会
議

11
日　
福
祉
文
教
委
員
会

12
日　
建
設
経
済
委
員
会

13
日　
総
務
委
員
会

19
日
・
20
日
・
21
日　
決
算
審
査
特
別
委
員
会

25
日　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
広
報
広
聴
委
員
会

　
　
　
会
派
代
表
者
会
議

27
日　
本
会
議
最
終
日（
議
案
審
議・議
案
上
程・

　
　
　
委
員
長
報
告
・
討
論
・
議
案
採
決
）

　
　
　
全
員
協
議
会

10　
月

10
日　
広
報
広
聴
委
員
会

　
　
　
会
派
代
表
者
会
議　

11
日　
愛
知
県
市
議
会
議
長
会
理
事
会

　
　
　
（
大
府
市
）

12
日
～
13
日　
建
設
経
済
委
員
会
先
進
地
視
察

　
　
　
○
岩
手
県
花
巻
市

　
　
　
・
実
質
化
さ
れ
た
人
・
農
地
プ
ラ
ン
に
つ

　
　
　
　
い
て

　
　
　
○
宮
城
県
白
石
市

　
　
　

 

・
コ
ン
テ
ン
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
つ
い
て

17
日　
広
報
広
聴
委
員
会

　
　
　
高
知
県
宿
毛
市
議
会
視
察
来
庁

　
　
　
・
知
多
市
放
課
後
子
ど
も
総
合
プ
ラ
ン
に

　
　
　
　
つ
い
て

18
日　
千
葉
県
市
川
市
議
会
視
察
来
庁

　
　
　
・
学
校
教
育
情
報
化
推
進
計
画
に
関
す
る

　
　
　
　
取
組
に
つ
い
て

18
日
～
19
日　
福
祉
文
教
委
員
会
先
進
地
視
察

　
　
　
○
神
奈
川
県
座
間
市

　
　
　
・
断
ら
な
い
相
談
支
援
に
つ
い
て

　
　
　
○
静
岡
県
焼
津
市

　
　
　
・
子
育
て
支
援
施
設
運
営
事
業
に
つ
い
て

21
日　
第
12
回
知
多
市
議
会
議
会
報
告
会

23
日　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
会
派
代
表
者
会
議

25
日
～
26
日　
全
国
市
議
会
議
長
会
研
究
フ
ォ
ー

　
　
　
ラ
ム
（
北
九
州
市
）

31
日　
千
葉
県
印
西
市
議
会
視
察
来
庁

　
　
　
・
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
に
つ
い
て

31
日
～
11
月
１
日　
総
務
委
員
会
先
進
地
視
察

　
　
　
○
広
島
県
府
中
市

　
　
　
・
ｉ
‐
ｃ
ｏ
ｒ
ｅ
Ｆ
Ｕ
Ｃ
Ｈ
Ｕ
に
つ
い
て
　
　
　
○
兵
庫
県
神
戸
市

　
　
　
・
人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

議
　
会
　
日
　
誌

議会活動メモ 　知多市議会は、議員親睦会事業として次の活動を実施しました。

①　救命講習会（普通救命講習
　　Ⅰ）の受講
　日　時：９月26日（火）

午後1時30分から 
3時30分まで

　内　容：消防本部において心
肺蘇生法とＡＥＤの
取扱いについて学び
ました。

②　交通安全啓発活動
　日　時：９月26日（火）

午後4時から5時まで
　内　容：秋の全国交通安全運

動期間に合わせ、子
どもや高齢者をはじ
めとする歩行者の安
全確保を啓発し、広
く交通安全を呼びか
けました。

（協力：知多警察署）

心肺蘇生法の実習の様子 市役所南交差点で
交通安全を呼びかける様子

③　西知多道路の進捗状況に
　　ついての勉強会
　日　時：９月27日（水）

午後1時30分から 
3時まで

　内　容：県の担当者から説明
を受けるとともに、
工事現場の視察をし
ました。

西知多道路の工事現場を
視察する様子


